










































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
二分探索の計算量はO(log2 n)である。データ数が8倍になると、log2(8n) = log2(n) + 3
となるため、最大探索回数は3回増加する。

●問題Ⅲ-2
正解は①
常時稼働（週7c）と日単位稼働（2c/日）を比較すると、4日以上稼働する場合は常時稼働
のほうが安価となる。4台目までは4日以上負荷が発生するため常時稼働とし、残りは曜日
単位で起動するのが最適である。

●問題Ⅲ-3
正解は④
開始画素(1,0)から輪郭線を反時計回りにたどる。左下(5)、右下(7)、右下(7)、右(0)、
右(0)、上(2)、左上(3)、左上(3)、左(4)の順に隣接画素へ遷移するため選択肢4が正し
い。

●問題Ⅲ-4
正解は②
00001010は10進数で+10を表し、11110001は2の補数表現で-15を表す。両者の和を計算す
ると10 + (-15) = -5となる。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
モジュール設計では、保守性や再利用性を高めるために各モジュール内部の関連性（凝集
度）を高くし、モジュール間の依存度（結合度）をできるだけ低くすることが基本方針と
なる。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
ポート番号はトランスポート層において通信を行うアプリケーション（プロセス）を識別
するための番号であり、コネクション型のTCPだけでなくコネクションレス型のUDPでも使
用される。

●問題Ⅲ-7
正解は①
FMEAは設計段階等で潜在的な故障モードを抽出して影響度を評価する定性的な信頼性解析
手法であり、テスト工程における残存不具合数を予測する統計的モデルではない。

●問題Ⅲ-8
正解は②
システムが限界状態にあるときの挙動を調べるテストには、メモリ枯渇状態を調べる記憶
領域テスト、過剰な負荷を印加するストレステスト、限界値に近いデータを投入する大容
量テストが該当する。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
包含関係（<<include>>）は、複数のユースケースに共通する処理手順を別のユースケー
スとして抽出・再利用する関係を表す。ユースケースDはAとCの共通の振る舞いを抽出し
たものである。

●問題Ⅲ-10
正解は②
1インチ＝25mmよりA4サイズは12×8インチとなる。総画素数は3,600×2,400＝864万画素
であり、RGB各256階調（計3バイト）を乗じるとデータ量は約24.7Mバイトとなる。



●問題Ⅲ-11
正解は⑤
深さ優先探索では左の枝から優先して探索を行い、バックトラックを経て深さ2にある目
的ノードGに10個目で到達する。幅優先探索でも同一深さのノードを左から探索し10個目
で到達する。

●問題Ⅲ-12
正解は④
SQLインジェクションは、Webアプリケーションの入力値検証の不備を突き、入力データ内
に悪意のあるSQL文の断片を混入させることで、データベースの不正操作や情報漏えいを
引き起こす攻撃である。

●問題Ⅲ-13
正解は③
コッホ曲線は線分の中央に正三角形の2辺を挿入するフラクタル図形である。左へ60度回
転、右へ120度回転、左へ60度回転して向きを戻す。n=100から3段階の再帰でn>7の条件を
満たす。

●問題Ⅲ-14
正解は③
C言語のプログラム実行時において、malloc関数等により動的に確保されるメモリ領域は
ヒープ領域に割り当てられ、関数の引数やローカル変数の領域はスタック領域に割り当て
られる。

●問題Ⅲ-15
正解は②
アッカーマン関数の計算規則に従う。f(1, y) = y + 2、f(2, 0) = f(1, 1) = 3が導かれ
る。これよりf(2, 1) = f(1, f(2, 0)) = f(1, 3) = 3 + 2 = 5となる。

●問題Ⅲ-16
正解は①
RSフリップフロップにおいて入力(0,0)は直前の状態を保持する。続く入力(1,0)でリセッ
トがかかり(0,1)へ変化し、最後の(0,0)でその反転状態が維持されるため、(1,0)→
(0,1)→(0,1)となる。

●問題Ⅲ-17
正解は④
(A=2, B=0)の入力で第1判定が真となりN=2が代入され、第2判定は偽を通る。一方、(A=0,
B=1)の入力で第1判定は偽となりN=1が代入され、第2判定は真を通るため分岐網羅率100%
となる。

●問題Ⅲ-18
正解は②
電子証明書の改ざんを検証するため、クライアントは署名値を認証局の公開鍵で復号した
ダイジェスト値と、署名値を除く証明書本文をハッシュ関数で計算した値とが同一である
ことを確認する。

●問題Ⅲ-19
正解は①
レイヤ2スイッチは、受信したイーサネットフレームの末尾にある4オクテット（32ビッ
ト）のFCS（フレームチェックシーケンス）フィールドを用いてCRC演算を行い、伝送誤り
を検出する。

●問題Ⅲ-20
正解は②
分散データベースにおいて、通信コストの抑制や処理性能の最適化を図るためには、各拠
点でのデータのアクセス頻度や利用パターンに応じてデータを適切に分散配置することが
不可欠となる。



●問題Ⅲ-21
正解は④
15日時点のPVは120万円でありEVと一致して進捗遅延はない。ACは150万円でコスト超過し
たが、完成時予測190万円は初期の超過分30万円が維持された値であり、問題は既に解決
している。

●問題Ⅲ-22
正解は③
ISO/IEC 25010において、目標達成の正確さおよび完全さの度合いを「有効性」(c)、費や
した資源の度合いを「効率性」(d)、利用者ニーズが満たされる度合いを「満足性」(a)と
定義している。

●問題Ⅲ-23
正解は③
子クラスSaleGoodsが親クラスのgetPriceメソッドを再定義しているのがオーバーライド
であり、Goods型の同一命令でオブジェクトに応じた処理が動的に実行されるのがポリモ
ーフィズムである。

●問題Ⅲ-24
正解は②
生体認証では利用者の体調や環境変化等により本人拒否エラーが発生することがあるた
め、認証に失敗した場合に備えて代替認証手段等の運用上の救済措置を準備しておく必要
がある。

●問題Ⅲ-25
正解は④
BYOD（Bring Your Own Device）とは、従業員が私的に保有しているスマートフォンやPC
等の情報端末を業務に持ち込んで活用することであり、使い慣れた端末で効率的に作業で
きる。

●問題Ⅲ-26
正解は④
レイヤ2スイッチは宛先MACアドレスのポートにのみデータを転送するため、サーバ接続ポ
ートを流れる全パケットをパケット解析装置の接続ポートへ複製転送するポートミラーリ
ングを設定する。

●問題Ⅲ-27
正解は④
UTF-32は、すべてのUnicodeコードポイントを4バイト（32ビット）の固定長データとして
表現する符号化方式である。UTF-16はサロゲートペアを用いる可変長方式である。

●問題Ⅲ-28
正解は②
初期状態から空列εで受理状態へ遷移でき、またaの入力、あるいはbからループを経てa
が入力されるパターン（ba）を任意回数繰り返して受理されるため、正規表現は(a|ba)*
となる。

●問題Ⅲ-29
正解は④
UMLステートマシン図において、状態の枠内にさらにサブ状態や内部遷移を持つ状態をコ
ンポジット状態と呼ぶ。(D)はコンポジット状態の記法を正しく示している。

●問題Ⅲ-30
正解は③
半導体パッケージ材料やシリコン基板に含まれる微量の放射性同位元素から放出されるア
ルファ線はソフトエラーの主因となるため、高純度化により誤動作の発生率を低減でき
る。



●問題Ⅲ-31
正解は②
さらし端末問題とは、送信側ノードが他の通信の電波を検知した結果、実際には干渉を起
こさずに自宛ての送信が可能であるにもかかわらず、媒体ビジーと誤認して送信を控えて
しまう現象である。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤
(40A80000)16は10進数で+5.25、(C0300000)16は-2.75を表す。両者の積は-14.4375とな
り、IEEE754単精度形式のビット列に変換すると(C1670000)16が得られる。

●問題Ⅲ-33
正解は③
移動体通信において、建造物等による反射や回折を経て異なる経路から届く複数の電波が
互いに干渉し合い、受信電界強度が時間的・空間的に激しく変動する現象をフェージング
という。

●問題Ⅲ-34
正解は④
CMMIの成熟度レベル3「定義された」では、個別のプロジェクトを超えて組織全体の標準
プロセス群が体系的に確立され、全社的な基準に基づいてプロセスが確実に実施・改善さ
れる。

●問題Ⅲ-35
正解は②
XML SchemaはXML構文に基づくスキーマ定義言語であり、XML名前空間に対応した厳密なデ
ータ型の定義や、複雑な要素構造に対する妥当性の検証を強力に行うことができる。




